
５．５．APUAPUは、いかにして成功したのかは、いかにして成功したのか

１．「迎え入れる国際化」のシンボル：「学生の
半数を国際学生（留学生）に！」

・このコンセプトがAPU創設を牽引した。
・このコンセプトはいかにして生れたか。

→「これまで日本にない大学を創る。」

→「オンリーワンの大学」をめざす。

・このコンセプトが、国内外で大きな支持を受ける。
――とくに海外で。



２．毎年400名（4年で3,200名）の国際学生規模
はどうして決まったのか。（現在は650名）
・1学年800名の大学を創る。
→この大学を財政自立させるために。

・1学年800名確保は、当時、難関だった。
→難航した文部省窓口との折衝

・学生定員800名なら、国際学生はその50％で400名。
・目標数値へのこだわり



３．毎年400名の国際学生の確保は、日本の大
学の未体験ゾーン

・文部省：「そんな大学計画、無謀だ。毎年400名確保
できることを証明せよ！」

・「それなら、世界の高校400校と学生推薦協定を締
結しよう。」

→立命館教職員チーム世界20カ国・地域の
高校・教育機関約890を回る。

→約280の推薦協定を実現
・目標数値へのこだわり



４．どうして世界約80もの国・地域から学生受入
れられるのか。

・「日本語の壁」を超えたこと

→日本語が前提では、国際大学の構築は困難：

国際学生は北東アジアに傾斜

・「経済条件の壁」を破ること

→発展途上国出身の学生諸君にとって、経済支援

体制（奨学金）構築の意味は、格別大きい。

・短期間に国際的知名度を構築したこと

→多くの世界の著名人の共感、共鳴、尽力



５．創設準備期（1990年代後半）の試練
・1997年アジア通貨危機
→1997、98、99年、アジアを襲った経済沈滞
→「APUの計画は、ダメではないか。」
・P.クルーグマン教授の論文：「まぼろしのアジア経済
The Myth of Asia’s Miracle」1994年12月、Foreign 
Affairs誌
→「クルーグマンの予測はやはり当たった！」

の声

※ クル―グマン教授は2008年ノーベル経済学賞を
受賞





６．APU計画は、社会的約束
→大分県、別府市との約束、日本経済界との約束

→「泣き言」はいっておれない。

７．APU計画推進を支えた、「21世紀は、アジア
太平洋時代」への確信

→2000年になれば、必ずアジア経済は回復する。
→時代は、大体そのようになった。

※ クルーグマンの「予言」は何だったのか。



６．６．APUAPUはどのような人びとにはどのような人びとに

支えられているか支えられているか
１．優秀な国際学生受入れに果たした日本の経
済界の役割――異例の支援
・日本経団連：「国（政府）がやるべきことを私学・立命

館がやろうとしている。」→積極的支援→文部科学省

へ設置アピール

・日本の代表企業トップを中心に、アドバイザリー・コ

ミッティを組織

・奨学金ファンドへの協力

・今、前例のない就職支援（人材確保）

※ 「ACライブラリー」を見てください。



APUAPUアドバイザリー・コミッティ設立総会（１９９６年）アドバイザリー・コミッティ設立総会（１９９６年）



日清食品創業者日清食品創業者 安藤百福氏（故人）安藤百福氏（故人）



２．短期間での国際的知名度構築に果たした

多数の友好的な国際的著名人（AC,AA）の役
割

・各国指導者

・国連関係者

・学者

・ジャーナリスト

・文化人・芸術家 など



中国前国家副主席中国前国家副主席 曽慶紅氏曽慶紅氏



マレイシア元首相マレイシア元首相 マハティール氏マハティール氏



シンガポール元国連大使シンガポール元国連大使 トミー・コー氏トミー・コー氏



韓国サッカー協会会長韓国サッカー協会会長 鄭鄭 夢準氏夢準氏



フィリピン元大統領フィリピン元大統領 フィデル・ラモス氏フィデル・ラモス氏



アラブ首長国連邦文部大臣アラブ首長国連邦文部大臣 ナヒヤーン殿下ナヒヤーン殿下



国連事務総長前特別補佐国連事務総長前特別補佐 モーリス・ストロング氏モーリス・ストロング氏



経営学者経営学者 ピーター・ドラッカー氏（故人）ピーター・ドラッカー氏（故人）






